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１

滋賀県とJR西日本との包括的連携協定（H23年締結）

H23年（2011年）2月14日、県内の地域および鉄道の持続的発展を目指し、相互に情報や意見の交換に努め、
緊密に連携し協力することを目的として、両者で包括的連携協定を締結。

【協定内容】（連携事項）

(1) 駅を核としたまちづくりに関すること
(2) 駅を中心としたアクセス改善に関すること
(3) 低炭素社会の実現と環境保全に関すること
(4) 観光・文化の振興・交流に関すること
(5) 子育て支援、青少年の健全育成、高齢者・障がい者支援に関すること
(6) 地域の暮らしの安全・安心の確保および災害対策に関すること
(7) その他、滋賀・びわ湖ブランドの推進、県民サービスの向上および地域と鉄道の持続的発展に

関すること

（H23.2.14締結 協定書）



２

これまでの主な取組実績

■駅を核としたまちづくり
JR・県・市町の連携協力により、県
内各駅で駅舎改良によるバリアフ
リー化や駅前広場整備による交通結
節機能の強化、アンダーパス化によ
る交通の安全向上などを推進。

■観光・文化の振興・交流
草津線でのSHINOBI-TRAINラッピ
ング車両の運行やサイクルトレイン
など、鉄道と連携した沿線地域の魅
力発信や観光誘客キャンペーンを推
進。

■公共交通のアクセス改善・利便
性向上
県内でのICOCA利用エリアの拡大
（県内JR西日本全駅で利用可能）や
県内路線バスでのICOCA利用対応な
ど、IC化による公共交通利用の利便
性向上を推進。

2018年3月17日（土）から
ICOCAご利用エリアに加わる駅
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連携協定の再締結について

連携事項（H23年協定） 連携事項（今回協定）

(1) 駅を核としたまちづくりに関すること (1)駅を核としたまちづくりに関すること（継続）

(2) 駅を中心としたアクセス改善に関すること （統合）

－ (2)持続可能な地域公共交通に関すること（新規）

(3) 低炭素社会の実現と環境保全に関すること (3)CO₂ネットゼロ社会づくりの実現と環境保全に関すること（変更）

(4) 観光・文化の振興・交流に関すること (4)観光・文化・スポーツの振興・交流に関すること（変更）

(5) 子育て支援、青少年の健全育成、高齢者・障がい者支援に関するこ

と

(5)子育て支援、青少年の健全育成、高齢者・障がい者支援に関するこ
と（継続）

(6) 地域の暮らしの安全・安心の確保および災害対策に関すること (6)地域の暮らしの安全・安心の確保および災害対策に関すること
（継続）

－ (7)関係人口・移住定住の拡大と県産品流通の推進に関すること
（新規）

－ (8)ＤＸの推進に関すること（新規）

－ (9)人材育成に関すること（新規）

－ (10)広報・情報発信に関すること（新規）

(7) その他、滋賀・びわ湖ブランドの推進、県民サービスの向上および地域

と鉄道の持続的発展に関すること

(11)その他地域の活性化、県民サービスの向上に関すること（変更）

■協定締結より10年以上が経過⇒社会情勢も大きく変化
・人口減少社会の到来
・デジタル技術など新技術の進展
・コロナ禍による価値観や生活様式の変容 など

■滋賀県政150周年・鉄道開業150周年

協定の再締結
変化に対応して連携事項を見直し、
さらなる連携の強化と取組の推進を行い、
地域の一層の活性化および県民サービスの
向上等を図る
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【参考】想定する取組内容

連携事項 想定する取組内容

(1)駅を核としたまちづくりに関すること（継続） ・駅周辺の賑わいあるまちづくりの推進
・便利で魅力ある駅づくりの推進
・駅周辺への各種施設・機能の立地集約の推進

(2)持続可能な地域公共交通に関すること
（新規）

・鉄道利用促進プロジェクトチーム（PT）の設置・運営
・自家用車から公共交通利用への転換の促進（※）

・鉄道駅を起点とする二次交通整備の推進（※）

・イベントや観光地等への鉄道利用促進（※）

・駅を中心としたアクセス改善
(※)はPT事業を含む

(3)CO₂ネットゼロ社会づくりの実現と環境保全
に関すること（変更）

・交通手段選択を軸としたCO₂削減啓発の検討
・環境美化・環境保全活動への協力

(4) 観光・文化・スポーツの振興・交流に関する
こと（変更）

・観光キャンペーン、地域資源の磨き上げ
・芸術・スポーツ振興への協力
・県内開催のスポーツイベントに向けた協力の検討

(5)子育て支援、青少年の健全育成、高齢
者・障がい者支援に関すること（継続）

・駅のバリアフリー化・ユニバーサルデザイン化の推進と情報共有
・駅・車内でのマナー向上の促進
・駅周辺での託児環境整備の推進

滋賀県とJR西日本が、連携協力して取組を実施・推進してまいります。

※記載の取組内容は想定例です。具体には個別に両者で検討してまいります。
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連携事項 想定する取組内容

(6)地域の暮らしの安全・安心の確保および災
害対策に関すること（継続）

・痴漢防止など防犯に関する取組の推進
・踏切事故防止など交通安全に関する取組の推進
・災害・輸送障害の予防に向けた取組の推進
・災害・輸送障害の予見時・発生時での情報提供と相互協力

(7)関係人口・移住定住の拡大と県産品流通
の推進に関すること（新規）

・県産品の販売推進
・空き家の流通・利活用の促進の検討

(8)ＤＸの推進に関すること（新規） ・MaaSの普及推進
・交通系ICTサービスの普及推進

(9)人材育成に関すること（新規） ・職員の人事交流
・児童・生徒向け交通環境学習の推進
・職員研修の実施検討

(10)広報・情報発信に関すること（新規） ・連携事項に関連して実施する各種の取組での情報発信・広報に
関する相互協力

(11)その他地域の活性化、県民サービスの向
上に関すること（変更）

・継続的な意見交換・情報交換の実施
・交通・まちづくり関係の行政協議会への参画

（続き）

【参考】想定する取組内容

※記載の取組内容は想定例です。具体には個別に両者で検討してまいります。



JR西日本の地域共生
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JR西日本グループ中期経営計画2022

「人々が出会い、笑顔が生まれる、安全で豊かな社会」の実現を目標に、人と人、地域をつ
なぎ、暮らしを支える地域共生企業として、地域の皆様と共にめざす未来を共有し、「訪れ
たいまち、住みたいまちづくり」を進めています。
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地域共生の取組

地域のまちづくりに合わせた、よりご利用しやすく、持続可能で最適な交通体系・生活サービ
スを、デジタル技術やイノベーションの力も活用しながら、地域の皆様とともに模索・実現し
ていくことで、新たな移動と暮らしを創出し、新しい時代を切り開いていきます。

自動運転・隊列走行BRTの技術開発まちづくりと連携した交通体系・生活サービス新技術による未来の姿（技術ビジョン）

デジタル技術を活用したサービス 移動生活ナビアプリ「WESTER」 ますますお得・便利になるICOCA



鉄道と各種サービスを組み合わせた「鉄道のある暮らし」をご提案

地域共生の取組

人口減少社会の到来やコロナ禍を契機とした価値観やライフスタイルの変化を踏まえ、関係
人口の創出や移住定住の拡大に向けた取組を推進します。

SuitaSST・第二のふるさと

都市圏に居住される方に、地方を第二のふるさと
として身近に感じていただく生活とサービスを提
供

おためし暮らし

仕事を続けながら、地方に軸足を移して自然豊か
な環境で暮らす生活を、おためしで体験できる
サービスを提供

8



地域共生の取組

京都・大阪エリアから滋賀エリアへの広域周遊観光の推進

自治体や地域の事業者の皆様とともに地域資源の磨き上げや魅力発信を行い、一大観光拠点
である京都からのアクセスの良さを最大限に生かした京都⇒滋賀の広域周遊観光の推進など、
滋賀の観光誘客促進に取り組みます。

ＪＲ利用で（大津まで）
★京都から約１０分
★大阪から約４０分

県内周遊

延暦寺

黒壁

彦根城

忍者

ﾒﾀｾｺｲｱ

八幡堀

びわ湖

ビワイチ
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